
文献リスト(略語表)
·  矢印（→）の後に、本文で用いた略語（姓名と刊行年）を示した。
外国名についても、日本名と同様に、姓を先に出し、カンマで区切って、名、という順序にした。
あ
芦部信喜『憲法訴訟の理論』（有斐閣、1973年）→芦部信喜[1973]
芦部信喜『現代人権論』（有斐閣、1974年）→芦部信喜[1974] 　 

芦部信喜『憲法訴訟の現代的展開』（有斐閣、1981年）→芦部信喜[1981]
芦部信喜『憲法学Ⅱ　人権総論』（有斐閣、1994年）→　芦部信喜[1994]
芦部信喜『憲法学Ⅲ　人権各論（1）』（有斐閣、増補版、2000年）→　芦部信喜[2000 ]
芦部信喜『憲法』（岩波書店，第4版、2007年）→　芦部信喜[2007]
芦部信喜『憲法』（岩波書店、高橋和之補訂、第５版､2011年）→　芦部信喜[2011]
赤坂正浩「法律の一般性とボン基本法一九条一項一文」菅野喜八郎古稀記念『公法の思想と制度』（信山社，1999年）→　赤坂正浩[1999]
足立正樹「社会的法治国家構想と社会政策 : 西ドイツ社会政策の基本的動向」國民經濟雜誌138巻1)号89頁以下（1978年）→　足立正樹[1978]
安彦一恵＝谷本光男(編)『公共性の哲学を学ぶ人のために』（世界思想社、2004年）→　安彦一恵＝谷本光男(編)[2004]
アーベントロート、ヴォルフガング（村上淳一訳）『西ドイツの憲法と政治』（東京大学出版会、1971年）→ アーベントロート[1971]
阿部源一『社会化発展史論』(同文館出版、6版、1971年)→　阿部源一[1971]
雨宮昭彦『競争秩序のポリティクス---ドイツ経済政策思想の源流』（東大出版会、2005年）→　雨宮昭彦[2005]
アレント、ハンナ(志水速雄訳)『人間の条件』（ちくま学芸文庫、第2版、1994年）→　アレント, H. [1994]
安念潤司「演習　憲法」法学教室293号132頁以下（2005年）→　安念潤司[2005] 
安念潤司「国家vs市場」ジュリスト1334号86頁以下（2007年）→　安念潤司[2007] 
有森隆『日本企業モラルハザード史』（文藝春秋、2003年）→　有森隆[2003]
磯部力「行政主体の経済活動 (経済と行政)」公法研究44号237頁以下（1982年）磯部力[1982]
磯部力「公企業」芦部信喜ほか（編）『岩波講座基本法学 7 企業』(岩波書店、1983年)→　磯部力[1983]
井上孝「経済体制」大西健夫（編）『現代のドイツ』（三修社、1981年）→　井上孝[1981]
池田政章「職業選択の自由」芦部信喜ほか（編）『演習憲法』(青林書院新社、1973年)295頁以下　→　池田政章[1973]
池田政章「職業選択の自由」芦部信喜ほか（編）『演習憲法』(青林書院、1974年)292頁以下　→　池田政章[1974]
稲本洋之助「フランス革命と『営業の自由』」『資本主義法の形成と展開１』179頁以下→　稲本洋之助[1972]
稲本洋之助「1789年の『人および市民の権利の宣言』」東京大学社会科学研究所編『基本的人権3』（東京大学出版会、1968年）87頁以下　→　稲本洋之助[1968]
五十嵐清「ボン基本法と契約の自由」同『比較民法学の諸問題』(1976年)55頁以下 →　五十嵐清[1976]
伊藤孝夫「経済・知的財産法制」山中永之佑＝中尾敏充＝伊藤孝夫＝藤原明久（編）『日本現代法史論』（法律文化社、2010年）226頁以下→　伊藤孝夫[2010]
伊藤孝夫「ニューディール憲法革命再考」法学論叢158巻4号1頁以下 （2006年）→　伊藤孝夫[2006]
伊藤孝夫「ニューディール・ロイヤーズの肖像」法学論叢160巻3・4号169頁以下（2007年）→　伊藤孝夫[2007]
伊藤孝夫「20世紀前半のドイツ・カルテル法」法学論叢 164巻1-6号304頁以下（2009年）→　伊藤孝夫[2009]
伊藤正己「イギリスにおける社会法の理念」法律時報30巻4号27頁以下（1958年）→　伊藤正己[1958]
伊藤正己「現代における自由」『講座現代法９』1965年42頁以下→　伊藤正己[1965]
伊藤正己「会社の基本権---序論的考察」『商事法の諸問題　石井照久追悼論文集』1頁以下（有斐閣、1974年）→　伊藤正己[1974 ]
飯田恭雄「産業政策と経済法」日本経済法学会編『経済法講座　経済法の理論と展開』（三省堂、2002年）104頁以下　→　飯田恭雄[2002]
石川健治「財産権条項の射程距離とその位相（１）」国家105巻3・4号　→　石川健治[1992]166頁
石川健治「第3章　自分のことは自分で決める」樋口陽一編『ホーンブック憲法』（北樹出版、1993年）124頁以下　→　石川健治[1993] 
石川健治「薬局開設の距離制限」憲法判例百選1(第5版、2007年)　 →　石川健治[1997a]
石川健治『自由と特権の距離』（日本評論社、増補版、2007年）→　石川健治[1997b]
石川健治「営業の自由とその規制」『憲法の争点』（有斐閣、第3版、1999年）128頁以下→　石川健治[1999]PDF
石川健治「法制度の本質と比例原則の適用」『プロセス演習憲法』（信山社、第2版、2005年）→　石川健治[2005]
石川健治「『基本的人権』の主観性と客観性」『岩波講座 憲法２ 人権論の新展開』（岩波書店、2007年）3頁以下　→　石川健治[2007]
石川健治「契約の自由」、『憲法の争点』（有斐閣、2008年）146頁以下　→　石川健治[2008a]
石川健治「営業の自由とその規制」『憲法の争点』（有斐閣、2008年）148頁以下→　石川健治[2008b]
石川健治「憲法の解釈　第14回　30年越しの問い」法教332号58頁以下（2008年）　→　石川健治[2008c]
井上達夫『法という企て』（東京大学出版会、2003年）→　井上達夫[2003]
井上達夫「自由をめぐる知的状況---　法哲学の立場から」ジュリスト972号21頁以下（1991年）→　井上達夫[1991]
井上典之「競争制限・国家独占と規制の首尾一貫性－経済活動に対する規制と比例原則」『季刊企業と法創造』7巻5号（2011年）37頁　→　井上典之[2011]　
猪木武徳『戦後の世界経済史』（中公新書、2009年）→　猪木武徳[2009]
今井賢一＝宇沢弘文＝小宮隆太郎＝根岸隆＝村上泰亮『価格理論Ⅰ』（岩波書店、1971年）→　今井賢一ほか[1971]
今村成和『損失補償制度の研究』(有斐閣、1968年)→　今村成和[1968]
今村成和「『営業の自由』と憲法及び独占禁止法」『人権叢説』（有斐閣，1980年）141頁以下(初出は、公正取引236号20頁以下(1970年))→　今村成和[1970]
今村成和「『営業の自由』の公権的規制」『現代の行政と行政法の理論』（有斐閣，1972年）89頁以下(初出は、ジュリスト460号40頁以下（1971年)）→　今村成和[1971]
今村成和『現代の行政と行政法の理論』（有斐閣，1972年）→　今村成和[1972]
今村成和「『営業の自由』----その解釈論的考察」『人権叢説』（有斐閣，1980年）156頁以下(初出は、社会科学の方法56号（1974年）)→　今村成和[1974]
今村成和『人権叢説』（有斐閣，1980年）→　今村成和[1980]
今村成和（畠山武道補訂）『行政法入門』（有斐閣、第9版、2012年）→　今村成和[2012]
岩井克人『会社はだれのものか』（平凡社 、2005年）→　岩井克人[2005]
ヴァイヤース、ハンス＝レオ（村上淳一訳）「私法における配分的正義と公共的利益の諸問題」法学協会雑誌101巻8号1137頁以下（1984年）　→　ヴァイヤース、ハンス＝レオ[1984]
ウィルソン,グラハム・K.「合衆国には何故コーポラティズムがないのか」シュミッター＝レームブルッフ（編）[1986]223頁以下　→　ウィルソン,グラハム・K.[1986]
上杉秋則＝栗田誠＝舟橋和幸＝山本和史 『21世紀の競争政策』（東京布井出版、2000年）→　上杉秋則ほか[2000]
植草益『公的規制の経済学』(筑摩書房、1991年)→　植草益[1991]
植草益（編）『社会的規制の経済学』（NTT出版、1997年）→　植草益（編）[1997]
鵜飼信成『憲法』(岩波全書、1956年)　→　鵜飼信成[1956]　
鵜飼信成「アメリカにおける社会法の発達」法律時報30巻4号31頁以下（1958年）→　鵜飼信成[1958]
鵜飼信成『司法審査と人権の法理』（有斐閣、1984年）→　鵜飼信成[1984]
宇佐見誠（編）『法学と経済学のあいだ』（勁草書房、2010年）→　宇佐見誠（編）[2010]
内野正幸『社会権の歴史的展開―労働権を中心にして』（信山社、1992年）→　内野正幸[1992]
内海博文「経済と社会・再考--社会法をてがかりにして」関西学院大学先端社会研究所紀要 1号85頁以下（2009年）→　内海博文[2009]
馬川千里「経済活動の自由と競争政策—判例理論の序論的考察」法学研究（慶應大学）65巻12号243頁以下（1992年）→　馬川千里[1992]
馬川千里「経済的自由と『公共の福祉』論---酒販免許制合憲判決の検討」駿河台法学7巻1号59頁以下（1993年）→　馬川千里[1993]
馬川千里「規制緩和と憲法の経済活動の自由」駿河台法学8巻1号1頁以下（1994年）→　馬川千里[1994]
馬川千里「政府規制の緩和と消費者の利益ーー経済的規制と社会的規制の考察ーー」駿河台法学10巻1号39頁以下(1996年) →　馬川千里[1996]
馬川千里「憲法と経済活動の自由」駿河台法学16巻2号3頁以下（2003年）→　馬川千里[2003]
馬川千里「経済的自由の違憲審査基準論---- 『競争重視』への一大転換」駿河台法学24巻1・2号7頁以下(2010年) →　馬川千里[2010]
浦部法穂「独占規制の歴史的検討--アメリカを中心として」法律時報 44巻2号15頁以下（ 1972年）→　浦部法穂[1972a]
浦部法穂「アメリカの独占資本と最高裁-(1)（2完）」國家學會雑誌84巻11・12号1頁以下、 85巻1・2号59頁以下（1972年）→　浦部法穂[1972b]
浦部法穂「営業の自由と輸入制限」ジュリスト829号11頁以下(1985年)→　浦部法穂[1985]
浦部法穂「財産権制限の法理」公法研究51号90頁以下（1989年）→　浦部法穂[1989]  
浦部法穂「営業の自由」ジュリスト1085号 239頁以下（1996年）→　浦部法穂[1996]
海老原明夫「社会国家論の歴史的系譜」法社会学46号（有斐閣、1994年）265頁以下　→　海老原明夫[1994]
江頭憲治郎『株式会社』（有斐閣、第三版、2009年）→　江頭憲治郎[2009]
江口公典「わが国における社会法論の展開と方法的基礎」九大法学36号129頁以下（1978年）　→　江口公典[1978]
遠藤博也『行政過程論・計画行政法　行政法研究Ⅱ（遠藤博也著作集2）』（信山社出版、2011年）→　遠藤博也[2011]
大須賀明(編)『国家の法的関与と自由』(早稲田大学比較法研究所、2001年)→　大須賀明(編)[2001]
大沢真理ほか（編）『講座・福祉国家のゆくえ』（ミネルヴァ書房、2002～2004年）１～5巻　→　大沢真理ほか（編）[2002-2004]
岡田健一郎「日本公法学における『警察』についてのメモ---経済的自由規制目的二分論を出発点として」一橋法学7巻2号195頁以下(2008年)　→　岡田健一郎[2008]
岡田与好『独占と営業の自由』（木鐸社、1975年）（その重要部分は、後者にも所収）→　岡田与好[1975]
岡田与好『経済的自由主義』（東京大学出版会、1987年）→　岡田与好[1987]
尾形健「『生活への権利』はいかなる意味で権利か」長谷部恭男編『講座 人権論の再定位３人権の射程』(法律文化社、2010年)243頁以下　→　尾形健[2010]
奥平康弘「ドイツの『基本権』観念---その成立にかんする若干の考察」東京大学社会科学研究所編『基本的人権３』（東京大学出版会、1968年）143頁以下　→　奥平康弘[1968]
大隅健一郎『商法総則』（法律学全集、有斐閣、1957年）→　大隅健一郎[1957]
大西健夫（編）『現代のドイツ』（三修社、1981年）→　大西健夫（編）[1981]
大西健夫（編）『ドイツの経済--- 社会的市場経済の構造』（早稲田出版会、1992年）→　大西健夫（編）[1992]
大野忠男「福祉と公正---- 福祉国家についての省察」大阪大学経済学26巻1・2号137頁以下(1976年)→　大野忠男[1976]（次の大野忠男[1994]170頁以下に所収。引用は後者による）
大野忠男『自由・公正・市場---- 経済思想史論考』（創文社，1994年）→　大野忠男[1994]
大村須賀男「契約自由の原則の再構成について（一）」民商88巻2号2頁（1983年）、3号1頁4号1頁、5号26頁（1983年）→　大村須賀男[1983]
大村敦志『公序良俗と契約正義』（有斐閣、1995年） →　大村敦志[1995]
大村敦志『生活民法研究1　契約法から消費者法へ』（東大出版会、1999年）→大村敦志[1999]
尾吹善人「競争制限と公共の福祉」『法学セミナー法学全集　憲法Ⅰ』（改訂版，1975年）189頁以下 →　尾吹善人[1975]
オイケン、ワルター（大泉行雄訳）『国民経済学の基礎』(勁草書房，1958年)、Eucken, Walter, Die Grundlagen der Nationalökonomie, 6. Aufl. (1950) →　オイケン[1958]
オイケン、ワルター（大野忠男訳）『経済政策原理』(勁草書房，1967年)、Eucken, Walter, Grundsätze der Wirtschaftspolitik, 4. Aufl. (1968)　→　オイケン[1967]
岡田羊祐＝林秀弥（編）『独占禁止法の経済学』（東京大学出版会、2009年）→　岡田羊祐＝林秀弥（編）[2009]
雄川一郎ほか「座談会：営業制限立法の問題点---- 薬事法違憲判決を契機として」ジュリスト592号36頁以下（1975年）→　雄川一郎ほか[1975]
押久保倫男「職業の自由と私法関係-----代理商決定」ドイツ憲法判例研究会（編)『ドイツの最新憲法判例』（信山社出版, 1999 年）242頁以下　→　押久保倫男[1999]
奥村宏『法人資本主義の構造------ 日本の株式所有』（日本評論社、1975年）→　奥村宏[1975]
奥村宏『改訂版　法人資本主義』（朝日文庫,1991年）→　奥村宏[1991]
か
金井貴嗣「現代における競争秩序と法」『現代経済法講座１ 現代経済社会と法』（三省堂、1990年）89頁以下　→金井貴嗣[1990]
金澤良雄・今村成和『経済法・独占禁止法』（有斐閣、法律学全集、改訂版、1967年）46頁以下→　金澤良雄[1967]
金澤良雄『経済法〔新版〕』（有斐閣、1980年）→　金澤良雄[1980]
金澤良雄『経済法の史的考察』（有斐閣、1985年）→　金澤良雄[1985]
金子晃「独占禁止法制の歴史」経済法学会編『独占禁止法講座　総論』（商事法務研究会、1974年）→　金子晃[1974]
金子晃「西ドイツの社会的市場経済」峯村光郎教授還暦記念『法哲学と社会法の理論』(有斐閣、1972年)521頁以下　→金子晃[1972]
戒能通厚「イギリス市民革命と法」『資本主義法の形成と展開１』107頁以下　→　戒能通厚[1972]
戒能通孝「市民法と社会法」法律時報30巻4号4頁以下（1958年。本書は『戒能通孝著作集　第7巻』に収録されているが、引用は初出の雑誌論文で示す）→　戒能通孝[1958]
角瀬保雄(編)『大競争時代と規制緩和』(新日本出版、1998年)→　角瀬保雄(編)[1998]
覚道豊治「薬事法による薬局の配置規制と憲法22条1項」民商74巻2号121頁以下(1978年)→　覚道豊治[1978]
覚道豊治「薬局開設拒否事件」ドイツ判例百選66頁以下(有斐閣、1969年)→　覚道豊治[1969]
影山日出弥「杜会的法治国家論序説（一）」愛知大学・法経論集34号235頁以下 ( 1961年) →　影山日出弥[1961a]
影山日出弥「杜会的法治国家論序説（二）」愛知大学・法経論集36号117頁以下( 1961年)　→　影山日出弥[1961b]
影山日出弥「ヴァイマール憲法における『社会権』」東京大学社会科学研究所編『基本的人権３』（東京大学出版会、1968年）185頁以下(1968年)→　影山日出弥[1968]
影山日出弥「財産権」法律時報41巻5号89頁以下（1969年）　→　影山日出弥[1969]
影山日出弥「杜会的法治国家の憲法的意味」『法学教室（第2期）』1巻24頁(1974年)→　影山日出弥[1974]
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我妻栄『新憲法と基本的人権』（国立書院、1948年。同『民法研究Ⅷ』(有斐閣、1970年)107頁所収）→　我妻栄[1948a]
我妻栄『経済再建と統制立法』(有斐閣、1948年)　→ 我妻栄[1948b]
渡辺洋三「市民法と社会法」法律時報30巻4号17頁以下（1958年）→　渡辺洋三[1958]
渡辺洋三「近代市民法の変動と問題」『岩波講座　現代法１』70頁以下　→　渡辺洋三[1965]
渡辺洋三「『営業の自由』と近代法」『資本主義法の形成と展開１』1頁以下→　渡辺洋三[1972]
渡辺洋三『現代法の構造』（岩波書店、1975年）→　渡辺洋三[1975]
若松良樹『センの正義論---効用と権利の間で』（勁草書房、2003年）→　若松良樹[2003]
若松良樹「権利と人権」田中成明『現代理論法学入門 』(現代法双書)（法律文化社，1993年）299頁以下 →　若松良樹[1993]
外国書
＊　外国書については、舟田[1975-77]、舟田[2009c]等で詳細な引用注を付けているが、本稿では煩瑣を避けるため原則として引用を省略する。以下は、本文で特に名前を挙げておいたものである。和書と同様、姓を先に出し、カンマで区切って、名、という順序にした。
Böhm, Franz ,Wettbewerb und Monopolkampf(1933)

Böhm,Franz,Die Ordnung der Wirtschaft als geschichtliche Aufgabe und rechtsschöpferische Leistung(1937)

Ehmke, Horst ,Wirtschaft und Verfassung(1961)

Dahm, Georg ,Deutsches Recht(1959)

Huber, E.R.,Wirtschaftsverwaltungsrecht,Bd.Ⅰ,Ⅱ(1954)

Radbruch, Gustav , Der Mensch im Recht : Ausgewählte Vorträge und Aufsätze über Grundfragen des Rechts ,Göttingen : Vandenhoeck & Ruprecht  (1957)　→　Radbruch[1957]

